
近 代 モ ダ ニ ズ ム 再 見 ②  
＜ 新 井 ビ ル 「 五 感 北 浜 本 館 」 ＞  
北 浜 の ビ ジ ネ ス 街 に 華 や か

な 店 が あ る 。 洋 菓 子 専 門 店 「 五

感 ・ 北 浜 本 館 」 で あ る 。 堺 筋 に

面 し た 「 新 井 ビ ル 」 の 一 ・ 二 階

に 、 一 昨 年 の 春 オ ー プ ン し た 。

入 り 口 の 小 さ な 階 段 を 上 が る と 、

吹 き 抜 け の ア ト リ ウ ム 空 間 が 広

が り 、 甘 い 香 り と と も に た く さ

ん の 菓 子 が 迎 え て く れ る 。 週 末

も 営 業 す る こ と で 、 北 浜 が お し

ゃ れ な 街 へ と 変 わ っ て き て い る 。 
新 井 ビ ル は 、 大 正 十 一 年 、 河

合 浩 蔵 の 設 計 で 大 日 本 報 徳 銀 行

と し て 建 設 さ れ た 。 ゼ ツ エ ッ シ

ョ ン 様 式 の フ ァ サ ー ド や 茶 色 の

タ イ ル な ど 当 時 最 先 端 の 流 行 を

取 り 入 れ た 近 代 の 名 建 築 で あ る 。

建 物 に 深 い 愛 着 を も つ オ ー ナ ー

が 世 代 を こ え て 、 手 間 隙 か け て

保 存 に 苦 労 し て き た と き く 。  
「 五 感 」 代 表 の 浅 田 美 明 さ ん

は 、 東 淀 川 で 洋 菓 子 専 門 店 を 営

む が 、 百 貨 店 に 出 店 す る 際 こ の

新 ブ ラ ン ド を 立 ち 上 げ た 。「大 阪

銘 菓 を 創 り た い と 思 い 始 め た 時 、

新 井 ビ ル と 出 会 っ た 。 北 浜 の 街

や 建 物 の 雰 囲 気 に 魅 せ ら れ 、 こ

こ を 拠 点 に 大 阪 ブ ラ ン ド を 構 築

し 、 街 づ く り に も 貢 献 し た い と

考 え た 」。改 修 は 最 低 限 に と ど め 、

高 い 天 井 、 二 階 の 回 廊 や 個 室 な

ど 銀 行 時 代 の 重 厚 な 雰 囲 気 が 残

さ れ た 。 自 然 素 材 に こ だ わ っ た

菓 子 を 建 築 空 間 と と も に 贅 沢 に

味 わ え る 、貴 重 な「 場 」で あ る 。  
 



近 代 モ ダ ニ ズ ム 再 見 ③  
＜ 北 船 場 の 「 英 」 と 「 仏 」 ＞  
 北 浜 の 土 佐 堀 川 に 面 し て 、 ひ

っ そ り と 煉 瓦 造 り の 洋 館 「 北 浜

レ ト ロ ビ ル 」 が た た ず む 。  
明 治 四 十 五 年 、 証 券 取 引 業 者

の 建 物 と し て 竣 工 。 そ の 後 、 建

築 資 材 の 商 社 の 本 社 を 経 て 、 平

成 九 年 、 現 在 の オ ー ナ ー で あ る

小 山 寿 一 さ ん に よ り 、 保 存 改 修

工 事 が 行 わ れ た 。「当 初 イ ギ リ ス

風 に 設 計 さ れ た 建 物 を も と の 姿

に 戻 し て み た 。 家 具 や シ ャ ン デ

リ ア 、 雑 貨 な ど 英 国 で 買 い 付 け

空 間 デ ザ イ ン を 考 え た 。」ア ン テ

イ ー ク な 雑 貨 シ ョ ッ プ と カ フ ェ

に は 、 英 国 の ク ラ シ ッ ク で 優 雅

な 空 気 が 流 れ る 。 南 向 か い の 旧

大 阪 証 券 ビ ル 市 場 館 の フ ァ サ ー

ド も 継 承 さ れ 、 あ わ せ て 近 代 の

金 融 街 の 名 残 を 味 わ え る 。  
 高 麗 橋 で は 、 赤 煉 瓦 の レ ト ロ

建 築 に 本 格 フ レ ン チ レ ス ト ラ ン

「 シ ェ ・ ワ ダ 」 が 平 成 十 四 年 に

オ ー プ ン 。 明 治 四 十 五 年 竣 工 で

辰 野 金 吾 の 設 計 。 証 券 会 社 の 退

去 後 、 オ ー ナ ー が 再 生 方 法 の コ

ン ペ を 行 い 和 田 新 平 さ ん の プ ラ

ン を 採 用 し た 。 シ ェ フ の 和 田 さ

ん は 、 外 観 に 昔 の 面 影 を 大 切 に

残 し つ つ 、 内 装 は 床 、 壁 、 調 度

品 な ど 、 自 慢 の 味 を 引 き 立 て る

空 間 と し て 徹 底 的 に 手 を 入 れ た 。 
 明 治 末 の 近 代 建 築 を 活 か し た

「 英 」と「 仏 」。北 船 場 で は 、本

物 同 士 の 出 会 い に よ っ て 、 新 し

い 文 化 が 育 ま れ て い る 。  
 



＜ 近 代 モ ダ ニ ズ ム 再 見 ④ ＞  
モ ダ ン カ フ ェ ー の 「 名 コ ン ビ 」  
 
暖 簾 を く ぐ る と 、 コ ー ヒ ー の

深 い 香 り に 包 ま れ る 。 カ ウ ン タ

ー に は 皿 に 盛 ら れ た ド ー ナ ツ 。

「 平 岡 珈 琲 店 」 は 、 船 場 の 真 ん

中 、 中 央 区 瓦 町 に 静 か に た た ず

む 。  
初 代 小 川 忠 次 郎 さ ん が 、 大 正

期 に 銀 座 の 「 カ フ ェ ー ・ パ ウ リ

ス タ 」 で 出 会 っ た 組 み 合 わ せ が

コ ー ヒ ー と ド ー ナ ツ だ っ た 。 こ

れ を 大 阪 で も と 、 大 正 １ ０ 年 、

平 野 町 で 創 業 し た 。 昭 和 五 十 六

年 に 現 在 の 場 所 へ 移 転 し た 。 2
代 目 の 小 川 浩 さ ん は 「 暖 簾 は 大

正 期 か ら 続 く も の 。 商 家 の 証 し

で し た 。 珈 琲 を 飲 む と 話 が は ず

み 、店 が サ ロ ン に も な っ て い た 」。 
伝 統 手 法 で 炊 き 出 さ れ た 重

厚 な コ ー ヒ ー に 、 お 供 の ド ー ナ

ツ は 手 作 り の 懐 か し い 味 。 互 い

が 引 き 立 て あ う 名 コ ン ビ だ 。  
 7 年 前 か ら 、 店 内 に ピ ク チ ャ

ー レ ー ル と 間 接 照 明 を 取 り 入 れ 、

壁 面 を ギ ャ ラ リ ー 空 間 と し て 提

供 し て い る 。「写 真 、絵 手 紙 、キ

ル ト ア ー ト な ど お 客 様 の 希 望 で

来 年 ま で 予 定 が 一 杯 で す 。 表 現

の 場 と し て も 、 こ の 店 に し か な

い 空 気 を 育 て た い 」 と い う 3 代
目 、 清 さ ん 。 コ ー ヒ ー の テ イ ク

ア ウ ト や 地 方 販 売 、 ネ ッ ト シ ョ

ッ プ 、ブ ロ グ な ど 時 流 に も 乗 る 。 

 常 連 客 に 支 え ら れ 、 暖 簾 と カ

フ ェ ー 文 化 が 、 時 代 を 映 し な が

ら 船 場 の 街 に 根 付 い て い る 。  
 



＜ 近 代 モ ダ ニ ズ ム 再 見 ⑤ ＞  
  大 阪 ガ ス ビ ル  
 
 昭 和 ８ 年 ３ 月 、 工 事 中 の 御 堂

筋 に 面 し て 「 大 阪 瓦 斯 ビ ル デ イ

ン グ（ 通 称 ガ ス ビ ル ）」が 誕 生 し

た 。 地 下 鉄 御 堂 筋 線 開 通 の ２ ヶ

月 前 の こ と で あ る 。  
 建 築 家 の 安 井 武 雄 氏 に よ る 設

計 で 、 白 亜 の 客 船 を 思 わ せ る よ

う な 美 し い 幾 何 学 的 な 造 形 、 ３

層 構 造 に 縦 長 と 横 長 の 窓 が そ れ

ぞ れ 連 続 す る 独 自 の 外 観 な ど 、

同 じ 北 船 場 に あ る 同 氏 設 計 の

「 大 阪 倶 楽 部 」「 高 麗 橋 野 村 ビ

ル 」 と 比 較 し て も 味 わ い 深 い 。  
竣 工 当 時 の ガ ス ビ ル は 、 ガ ス

器 具 の 展 示 場 、講 演 場 、美 容 室 、

喫 茶 室 、 料 理 講 習 室 、 食 堂 な ど

が 充 実 し 、 モ ダ ン で ハ イ カ ラ な

生 活 提 案 が 大 好 評 を 得 た 。 若 き

日 の 朝 比 奈 隆 氏 指 揮 に よ る コ ン

サ ー ト や エ ン タ ツ ・ ア チ ャ コ の

漫 才 な ど も 行 わ れ た 。  
 ８ 階 の 「 ガ ス ビ ル 食 堂 」 は 、

窓 か ら 御 堂 筋 の 向 こ う に 大 阪 城

が 見 え る ほ ど の 展 望 で 、 料 理 長

や コ ッ ク た ち が 形 式 に と ら わ れ

な い 独 自 の「 欧 風 料 理 」を 育 て 、

大 阪 の 洋 食 の 発 展 に 貢 献 し た 。

平 成 １ ３ 年 の リ ニ ュ ー ア ル で 創

業 当 初 の 面 影 を 復 元 し 、 伝 統 の

人 気 メ ニ ュ ー も 継 承 さ れ て い る 。 
 近 代 大 阪 の 象 徴 と し て 時 代 を

先 取 り 、 人 々 に 親 し ま れ て き た

ガ ス ビ ル 。 今 後 も 都 市 生 活 文 化

の 価 値 創 造 や 情 報 発 信 の 拠 点 と

し て 、 果 た す 役 割 は 大 き い 。  
 


